
ひぐらし読書ノート 

（指導用） 
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《図書館の使い方 ５年生》 

  

 

＜ねらい＞ 〇日本十進分類法の意味や、本棚の見方を知り、目的の本を探したり

きちんと本をもどすことができるようにする。 

 

＜活用のポイント＞ ○図書館で行う。 

〇学年の初めにオリエンテーションを行い、５年生として決まりを守

り図書館を使う。 

〇ラベル上段の分類番号は３けたになっていて、番号ひとつずつに意

味があることを教える。左の数字は本の内容を表す。中の数字はさ

らに細かく１０の仲間に分け、右の数字は中の数字をさらに１０の

仲間に分けていることを説明する。 

〇日本の図書館は日本十進分類法で分類されており、ひぐらし小以外

の図書館（公共図書館など）を利用しても目的の本を探し出せるこ

とを知る。 

〇本の内容に合わせて、ラベルを書いてみる。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇日本十進分類について指導する。 

〇ラベルの重要性を指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇本棚の外に出ている本をもどしたり、どんな本があったかを友達と

教え合う。 



《図書館の使い方 ６年生》 

  

 

 

＜ねらい＞ 〇日本十進分類法の意味を理解し本を探し出したり、本棚にもどした

りできる。また、読書の幅を広げて、いろいろな本に触れていく。 

 

＜活用のポイント＞ ○図書館で行う。 

〇学年の初めにオリエンテーションを行い、６年生として決まりを守

り図書館を使う。 

〇日本十進分類の説明をし、ラベルの意味を確認する。 

〇読書の幅を広げるために、同じシリーズ、同じ作者、同じテーマを

手掛かりに広げていく。 

〇いろいろなジャンルの本に触れることは、知識の幅を広げていった

り、知らない世界を知ったりする。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇日本十進分類について指導する。 

〇様々な本を紹介する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇自分のおすすめの本を紹介し合う。 

 

 

 



《国語辞典と漢字辞典》 

  

 

 

＜ねらい＞ 〇「国語辞典」や「漢字辞典」の使い方を知り、知りたい言葉や分か

らない漢字を自分で調べる。 

 

＜活用のポイント＞ 〇実際に例題を解いてみる。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇一斉指導するために、同じ国語辞典（旺文社小学国語新辞典第四版

ワイド版）や漢字辞典（三省堂例解小学漢字辞典ワイド版）を人数

分用意する。 

〇理解の難しい児童には個別に指導する。  

 

＜発展的な活動＞ 〇辞書引き大会などを行い、早く正確に引く練習をする。（次ページ

参照） 

 

 

  



 

「辞書引き大会シート」 

    

   

 

やり方 

        ①先生が問題の言葉を黒板に書く。 

        ②児童は問題を四角に書き写す。 

        ③合図とともに一斉に意味を調べ、出来た児童は挙手する。 

 

       効果 

辞書を正確に早く引けるようになる。 

 

 

               このシートは図書館にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ③ 

 



《百科事典》 

  

 

 

＜ねらい＞ 〇百科事典のしくみやポプラディア百科事典の特長を知り、調べる本

の幅を広げる。 

 

＜活用のポイント＞ ○百科事典がそろっている図書館で行う。 

〇「百科じてん」の調べ方を、例題を解きながら確認する。 

〇大まかなことは「百科事典」で調べ、「図鑑」でさらに詳しく調べ

ることができる。（ポプラ社を使用の場合『総合百科事典ポプラデ

ィア』の中で赤字で情となっているものは『ポプラディア情報館』

でも調べられるようになっている。） 

 

＜学校司書の役割＞ 〇各机にポプラディア百科事典１セットの本を用意する。 

〇百科辞典の使い方について指導する。 

〇理解の難しい児童には個別に指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇「調べカード」（Ｐ．１７）を使って、調べたいことを百科事典を

活用して調べる。（次ページ参照） 

 

  



 

「調べカード」 

  

〔調べること〕                作成日  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

 

資料 

書名  

著者・監修  

出版社  

考えたこと 

思ったこと 

 

 

 

 

 

                 このカードは図書館にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《百科事典・図鑑》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ねらい＞ ○百科事典と図鑑を上手に使いこなす。また、奥付を見て本の題名、

著者名、出版社名などを書く習慣を付ける。 

 

＜活用のポイント＞ ○本が豊富にそろっている図書館で行う。 

〇「もくじ」と「さくいん」を上手に使い、調べる時、早く正確に引

けるようにする。 

〇奥付を意識させるように指導し、調べた後に本の題名、発行者、発

行年、発行所等を記入させる。 

○出典を明らかにする必要性を説明する。 

〇例題に沿って、必要な図鑑を本棚から取出し調べたことを書く。 

○文から解く問題と、図から解く問題があり、文章から解く問題は２

冊以上の本で調べる。その際、百科事典も調べる本の対象とする。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇人数分の図鑑を揃え、図鑑の使い方について指導する。 

〇理解の難しい児童には個別に指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇興味あるものを実際に調べて、奥付を見て書くようにする。 

〇著作権にも触れて指導する。 

○タブレットでも調べてみる。 

 

  

 

 

 



《年鑑》 

  

 

 

＜ねらい＞ 〇年鑑の種類や構成を知ることで、より幅の広い視点で資料の活用を

図る。 

 

＜活用のポイント＞ ○『朝日ジュニア百科年鑑』の特性や構成を知る。 

・統計編…世界各国や日本の様々な統計及び都道府県の様子が記載

される。 

・学習編…１年間の主な出来事がまとめられている。 

・新しい情報が取り入れられている。 

・２０１２年版は１年前の２０１１年の統計が記載されている。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇年鑑の使い方について指導する。 

〇理解の難しい児童には個別に指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇年鑑は毎年発行されるので、違う年度の年鑑と比べてみる。 

 

  



《書評会》 

  

 

＜ねらい＞ 〇決められたルールでおすすめの本を紹介し、一番読みたい本（チャ

ンプ本）を決める。 

 

＜活用のポイント＞ 〇ひぐらし小 書評会のルール 

・班に分かれ、各自１冊のおすすめ本を持って集まる。 

・一人３分以内で発表する。 

・それぞれの発表後にその発表に関する質問をする。（２分） 

・すべて発表した後「一番読みたくなった本」を決める。 

・各班は、本を選んだ理由をみんなに発表する。 

・班ごとの発表を聞いた後、一番読みたい本を決める。 

〇聞く側は、おすすめの理由、本のよさが伝わるような工夫、声や態

度、興味をもったことは何かという点に注意して聞く。 

〇小論文形式で書く。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇選書のアドバイスをする。 

〇紹介文を書くことが難しい児童には個別に指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇友達のおすすめした本を読んでみる。 

 

 


